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＜連絡事項＞
・東病棟にＳＭＬ各２で在庫を置きます。一つ1000円です。
患者使用時は

①家族に確認し、了解を得る。

②私物発注伝票を作成。

③ＳＧＭかＪＧＭに提出する。※この時点で使用可。

あとは管理者が処理します。
④その後、伝票は庶務へ提出。

⑤医事へメールする。（ｔｏ医事、ｃｃ神、ｓｇｍ、ｊｇｍ）

⑥後日清算となります。
周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・佐藤　美江様～臨時薬11/10より7日分処方となる。
・中村　善治様～排便-4日目で本人より浣腸希望あり。田名部Ｄｒ報告し、ケンエーＧ浣腸60㎖　1本処方となる。

・和田　昌様～排便-11日目であること安ケ平Ｄｒへ報告。ケンエーＧ浣腸60㎖　1本処方となる。
　
.中沢　司様～排便-3日目であり伊藤Ｄｒへ報告。シンラック液1本処方となる。
＜ベッドコントロール＞
・大久保　すい様～療養環境変更目的にて東Ｂユニット1号室から西Ｂユニット30号室へ転出となる。

・本堂　秀夫様～療養環境変更目的にて東Ａユニット15号室から南Ｃユニット206号室へ出となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。訴え時は大声だが対面時の妄想発言はない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～時間隔離中。女性スタッフがユニットを通る際に話し掛けることや、喫煙時Bユニットに向かい投げキスしていることあり。介入にはやめることできており、介入への不穏・興奮無く経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。大声での奇声・徘徊、他室侵入・他者の後を追い、要求が通らないと唸る等落ち着かない様子あり。盗食しようとすることあり見守り要す。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・佐藤　美江様～食事は2/3～全量摂取している。服薬には拒否的であるが時間を置いて内服できている。帰宅要求訴えるが不穏となることはない。
・丹内　栄子様～飲水要求多く朝食拒否している。ドア蹴り等あり落ち着かない様子あり。
・澤口　利香様～余暇は臥床して過ごす。創部痛の訴えなく、危険行為なし。
・向井　敦子様～昨晩怒り口調での独語あったとのことだが、本日は確認できず。表情は硬さある。

・野田　フミ様～血圧140台/90台で経過。シーネ弄りあり介入している。
・宮川　鉄雄様～インフルエンザ予防接種の希望あり。家族面会にこられ、床屋の希望あり料金説明している。来週散髪予定。

・上野　一夫様～トイレの要求頻回であるが、易怒性や粗暴行為はない。
・下村　慶子様～訴え多く、他者の介入時にもコールある。経管栄養時のトラブルなし。
・和田　昌様～食事は各食1/2程度摂取。声掛けに頷く程度の反応あり。

＜伊藤Dr診察情報＞
・丹波　清様～退院についての家族面談を組むよう指示あり。11月中の退院を予定。
・
・中沢　司様～南への移動許可となる。グラマリール増薬となり、他同内容で7日分処方となる。
・坂本　きい様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・澤口　利香様～家族面談実施し、自殺企図の経過について説明している。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・宮川　鉄雄様～持参薬はすべて中止となりリスパダール液4日分処方となる。血糖測定の値はフローシートに入力するよう主治医より指示あり。
・成田　富士子様～おやつはゼロカロリー、または低カロリーのものは許可となる。16時以降の体育館での運動許可となる。臨時薬酸化マグネシウム、ウルソ、パロキセチンが7日分処方となる。
　　　　　　　　　昼食後薬の酸化マグネシウムを「便が出ているから」と拒否され、主治医報告し、経過観察となる。
　　　　　　　　　15：00低血糖症状訴え、血糖測定施行し62㎎/dl。伊藤Dr報告し、低血糖時のフローに従うよう指示あり、ブドウ糖10ℊ内服している。15分後血糖119㎎/dl。本日夕からインスリン量変更となる。
＜皮膚科＞
・池野　功一様～右踵の処置がアズノールからゲーベンへ変更となる。
・小澤　和子様～顔面・頚部に湿疹あり。多発性毛包炎とのことでゲンタマイシン処方となり、1日1回の塗布の指示あり。
・坂本　いと様～変更なし。
・木村　格治様～変更なし。
・水梨　孝純様～変更なし。

